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２０ ２ ０年 度  特 定 非営 利 活動 法 人浦 和ス ポ ーツ ク ラブ 通常 総 会  議事 録  

 

 

１  日時   令 和 ２年６月 １４日 (日 ) １５時０ ０分～ １６時３ ０分  

 

２  場所   ク ラ ブハウス  

 

３  出席  

正会員   １７ 名  

出  席   １１ 名 （小野崎 研郎、 塩 野潔、梶 谷千恵 子 、小川貴 、  

清水恵二 、遠山 茂 、金木貴 子、内 村 久子、  

木村曜子 、片倉 藍 、栃川正 年）  

委任状    ３ 名 （舟山勝 明、大 橋 正樹、 佐 藤常雄 ）  

正会員以 外  １ 名 （小野崎 さおり ）  

 

４  挨拶  

  小野 崎研郎 理 事長 より 挨拶を い ただ いた 。  

 

５  議長 選出  

定款第２ ８条に よ り、 出席 した正 会 員の中か ら議長 を 選出し、 小野

崎研郎理 事長が 選 出された 。  

 

６  議事 録署名 人 選出  

  定款 第３２ 条 ２項に基 づき、 出 席者の中 から 遠 山 茂氏、内 村久子 氏

の２名を 議事録 署 名人とし て 選出 し た。  

 

７  議  事  

  第一 号議案  ２０１９ 年度事 業 報告  

  第二 号議案  ２０１９ 年度決 算 報告及び 監査報 告  

  第三 号議案  ２０２０ 年度事 業 計画 (案 ) 

  第四 号議案  ２０２０ 年度予 算 案 (案 ) 

  第五 号議案  役員の変 更につ い て  

  

８  議事 の経過 概 要及び議 決結果  

議事の開 始に先 立 ち、定足 数の確 認 を行った 。  

正会員数 １７名 の うち、過 半数以 上 となる １ ４名の 参 加 (出席１１

名、委任 状出席 ３ 名 )を得てい ること から、総 会が成 立 すること を確認

した。  

第一号議 案  ２ ０ １９年度 事業報 告  

資料に基 づき、 小 野崎理事 長より 2019 年度の概要報 告が なされた 。  

総論として 2019 年度の特徴 的なで き ごと を小 野崎理 事 長より報 告がな さ
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れた。  

・総括表 に基づ き 、クラブ 事業な ら びに関連 事業へ の 参加等に つい

て、月を 追って 簡 単に説明 がなさ れ た。  

・会員数 につい て 、 800 人を下回 った のは、 2005 年以来 で、新型 コロ

ナウィル ス禍の 影 響により 2 月末 か ら活動を 休止し て いて新規 募集

が行えて いない こ とが推察 される 。  

・プログ ラムの 再 開後、適 切なタ イ ミングで 広報を 行 い、会員 の募集

を積極的 に図る こ とが必要 です。  

・年度当 初事業 計 画と成果 につい て 、全体と しては 順 調にいっ た。 ス

ポーツ庁 事業を 契 機に中学 生のス ポ ーツ環境 の改善 へ の取組み が進

んだ。  

・スポー ツ鬼ご っ こが家族 を巻き 込 む形で広 がりを 見 せ始めた 。  

・中学生 のスポ ー ツ環境向 上プロ ジ ェクトは 、大い に 成果が得 られ

た。  

・中学生 女子サ ッ カー支援 プロジ ェ クトは、 交流会 の 変則開催 と教室

の休止も 方向性 が 整理でき た。  

・こども のスポ ー ツに関す る考え 方 の整理に ついて は 未着手で あっ

た。  

・パラ種 目体験 ・ 交流事業 につい て は、予定 のイベ ン トが開催 でき

た。  

・クラブ メンバ ー シップで は、サ ッ カー生涯 コース 実 質解散 に なった

が再構築 できて い る。  

・総論と して、 サ ッカー指 導者の モ ラル違反 に端を 発 し、サッ カ―生

涯コース 会員の 多 くが退会 しまし た 。公共施 設を利 用 して活動 して

いるうえ で守る べ きルール やモラ ル に対する 理解が 得 られてい なか

ったこと がとて も 残念なこ とでし た 。プログ ラムの 現 場のコン トロ

ールは指 導者の 方 に依存せ ざるを 得 ないこと から、 指 導者との 情報

共有、モ ラルの 共 有が極め て重要 で あること を再認 識 しました 。  

・駒場体 育館の 大 規模改修 による 長 期休館 、秋の 大雨 による施 設の長期

封鎖、 2 月下 旬か らのコロ ナ禍と 、 活動に大 きな支 障 が発生し た年と

なりまし た。  

・早稲田 大学広 瀬 教授の提 案で始 ま った本太 中学校 プ ロジェク トが 、ス

ポーツ庁 のモデ ル 事業に採 択され た ことで、以前 から 課題とな ってい

た中学校 部活動 と の連携に ついて 調 査・検 討がで きた ことは大 きな成

果でした 。  

・「第 １ 3 回  キッ ズテニス 大会 inＳＡＩＴＡ ＭＡ」 が  10 月 12 日

（土）開 催で準 備 を進めま したが 、 大型台風 のため に 中止とな りま

した。  

 

第一号議 案につ い て は、第 二号議 案 報告後に あわせ て 採決をし た 。  
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第二号議 案  ２ ０ １９年度 決算報 告 及び監査 報告  

 資料に 基づき 、 小野崎理 事長よ り 報告がな された 。  

・収入総 額は約 3,472 万円とな りまし た。会費 等の収 入 は約 3,109 万

円となり ました 。 昨年度よ り約 560 万円の減 収とな り ましたが 、も

ともと本 年度予 算 は総収入 3,600 万 円、会費 収入を約 3,500 万円で

見込んで いまし た ので、会 費収入 と しては 400 万円の 減少です 。 3 月

の休止が 大きく 影 響してい ます。   

・助成金 は、埼 玉 県障がい 者スポ ー ツ協会に よる 10 万円（みん なのサ

ッカー交 流会分 ） の他、ス ポーツ く じ助成（ toto）が あります が、

toto は振興 センタ ーの審査 が遅れ て いますの で今後 変 動するこ とも

あります 。  

・スポー ツ庁事 業 は約 190 万円で し た。  

・支出は 、約 3,594 万円で、予算 の 3,446 万円よ りも約 148 万円多く

なりまし たが、 こ れは予算 立案時 点 でスポー ツ庁事 業 費を見込 んで

いなかっ た分が あ りますの で、各 支 出項目が 予定よ り も膨らん だも

のではあ りませ ん 。また、 スタッ フ や指導者 の皆さ ん の急激な 収入

減を防ぐ ために 、 休業手当 をお支 払 いしてい ます 。（当 初、緊急 雇用

安定助成 金の対 象 になると の説明 を 受けてい ました が 、申請時 にな

り対象外 とされ ま した）  

・書面に より、 監 査報告が なされ た 。  

 

 

以上の報 告後、 第 一号議案 、第二 号 議案につ いて、 出 席者全員 の賛成

により承 認を得 た 。  

 

 

第三号議 案  ２ ０ ２０年度 事業計 画  

資料に基 づき、 小 野崎理事 長より 年 間事業計 画につ い て提案 ・ 説明が

なされた 。  

 

■会議及 びプロ グ ラムにつ いて  

 ・理事 会は原 則 毎月行う 。  

 ・ 4 月 5 月は提案 のとおり 実施済 み  

 ・ 6 月 23 日 (日 )きた！ Urawa フェス タ  

 ・ 7 月 27 日 (土 )実験理科 教室  

 ・ 8 月 31 日 (土 )に浦和駒 場体育 館 で、 みん なのス ポ ーツ交流 会 を実

施し車椅 子バス ケ 、フラッ グフッ ト ボールな ど実施 予 定。  

 ・ 9 月 21 日 (日 )に浦和駒 場体育 館 で、みん なの健 康 フェア  

・ 10 月 12 日 (土 )に浦和駒場 体育館 で 、 第 13 回キッズテ ニス大会 in 

SAITAMA 

・ 12 月 21 日 (土 )にサイデン 化学ア リ ーナで、 女子サ ッ カー交流 会  
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・ 2 月下旬に埼 玉ス タジアム 2002 で、みその SCC・障がい 者サッカ

ー団体と 協力し て みんなの サッカ ー 交流会を 実施す る 。   

 ・スポ ーツプ ロ グラム、 スタジ オ プログラ ムは資 料 のとおり 実施  

 

■クラブ 全体と し て  

・基本的 な考え 方 は、 自主 自律で 会 費をベー スとし て 会員の中 で物

事を決め ていく こ とは創立 当初か ら 大切にさ れてい る ことなの で

従来通り 踏襲し て いく。  

・持続継 続とい う 点では、 運動は 定 期的に行 うこと が 大切なの で、

毎週、毎 月、毎 年 継続して いける よ うにする 。  

 ・クラ ブは互 助 組織なの で、地 域 が良くな ること で クラブが 良くな

るという ふうに 考 える。  

・目指す ところ は 、 子ども のスポ ー ツ環境、 大人の ス ポーツ環 境、

シニアの スポー ツ や 運動環 境の充 実 を目指す 。  

 ・取組 として 、 ほかにな い受け 皿 を用意し 、使え る 場所を増 やす活

動や地域 とつな が る活動に 取り組 む 。  

 

昨年度か らの継 続 プロジェ クトと し て中学生 のスポ ー ツ環境向 上プ

ロジェク ト、中 学 女子サッ カー支 援 プロジェ クト、 イ ンクルー シブ推

進プロジ ェクト な どスポー ツ環境 の 改善に向 けた取 り 組みを進 め る。  

通常事業 の継続 に 向けた仲 間づく り 、広報Ｐ Ｒ、指 導 者の確保 に取

り組む。  

(1)中学生の スポー ツ環境向 上プロ ジ ェクト  

主に本太 中学校 と の連携に より、 以 下の事業 を実施 し 中学生の スポ

ーツ環境 向上の モ デルケー ス構築 に つなげ る 。なお 、 2019 年度運動

部活動改 革プラ ン （スポー ツ庁） の 採択が決 定（ 5/31）したた め、

この予算 も活用 し て実施す る。  

①部活動 改革事 業   

 部活動 と地域 ス ポーツと の新た な 連携の形 を検討 し 、できる とこ

ろから実 行して い く。この 取組み を 進めなが ら、地 域 の人材の ネ

ットワー ク化も は かってい く。  

②コンデ ィショ ニ ングサポ ート事 業  

・  協議会開 催（本 太 中学、浦 スポ、 広 瀬教授、 地域の 専 門家、市

教育委員 会（オ ブ ザーバ― 参加 ））  

・  コンディ ショニ ン グ調査（ 問診、 体 組成測定 等）  

・  コンディ ショニ ン グ講習会 開催（ 栄 養、休養 、リハ ビ リ等）  

③部活ス タート ア ップ講習 会  

 昨年度 と同様 に バドミン トン講 習 会を実施 す る。  

④指導人 材ネッ ト ワーク  

部活サポ ートの 拡 大にむけ て、地 域 の指導人 材のネ ッ トワーク と

掘り起こ しを行 う 。  
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(2)中学女子 サッカ ー支援プ ロジェ ク ト  

昨年度ま での取 組 みをベー スに、 市 内の環境 改善が さ らに進む よう

に取り組 み、  交流会の 開催、  原山中、 常盤中 等 との連携 、 その他の

クラブと の連携 、 呼びかけ る。  

 

(3)子どもの スポー ツに関す る考え 方 の整理 （ 2 0 1 8 年 度 未 着 手 ・ 再 掲 ）  

 

(4)インクル ーシブ 推進プロ ジェク ト （パラ種 目交流 ・ 体験）  

・  「誰でも ＪＯＩ Ｎ 」を推進 するた め 、関連団 体と連 携 して、体 験

会や交流 会を開 催 す る。  

・  8/31 にみん なのス ポーツ交 流会を 開 催す る。  

・  2 月下旬にみん なの サッカー 体験会 （ 第３回） を開催 し 、今年度

は連携す る障が い 者サッカ ーの種 類 をさらに 増やす 。  

 

(5)環境整備 プロジ ェクト  

 スポーツ をする 場 の確保、 改善の た め、地域 の様々 な 団体・機 関と

連携して 取組む 。  

 

 

第三号議 案につ い て、 第四 号議案 提 案・説明 後に採 決 された 。  

 

第四号議 案  ２ ０ ２０年度 予算 (案 ) 

 資料に 基づき 、 小野崎理 事長よ り 予算案の 提案が あ った。  

 

・スポー ツ庁 2019 年度運動 部活動 改 革事業の 採択通 知 が 5 月 31 日

(金 )に来たため 、 委託費が この予 算 案に反映 してい な い。スポ ーツ

庁の事業 は、清 算 方式のた め収支 結 果に大き な影響 を 与えるこ とは

ない。  

・今年度 の会費 収 入は、概ね 3496 万円である 。  

・助成金 として 、 toto の 84 万円があ るが、こ れはパ ラ スポーツ 関係

と浦和ス ポーツ ク ラブのリ ーフレ ッ ト作成に かける も のである 。  

・用具販 売は、 サ ッカー広 場のユ ニ フォーム で入っ た 分業者に 出てい

くもので あり、 浦 和スポー ツクラ ブ の利益に はなら な いもので ある

が収入と して計 上 してある 。  

・前年決 算との 比 較では、 収入合 計 が約 400 万円ほ ど 減少して いる。

これは、 浦和駒 場 体育館 へ の派遣 職 員が中途 退職 し た ためと浦 和駒

場体育館 改修工 事 により 11 月からの プログラ ムがな く なる 二つ の理

由のため 減収に な る。  

・支出合 計は 3446 万円で、約 160 万 円 (約 4％ )の黒字が 見込まれ てい

る。  
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以上の提 案・説 明 後、第三 号議案 ・ 第四号議 案につ い て、出席 者全員 の

賛成によ り承認 を 得た。  

 

第五号議 案  役 員 の変更に ついて  

資料に基 づき、 小 野崎理事 長から 提 案・説明 があっ た 。  

 

  年度 途中に 石 井亮二理 事より 、 理事辞退 の申し 出 があり退 任され た

ため、下 記のと お り補充せ ずに１ ３ 名の体制 で運営 す る。  

 

■理事（ 任期  2019～ 2020 年）  

 １   小野崎 研 郎  （サ ッカー  一般会員 )   ／ 理事長  

 ２   塩野   潔  （医 師）          ／ 副理事長  

 ３   梶谷千 恵 子  （テ ニス指 導 者）      ／ 副理事長  

 ４   小川   貴  （事 務局長 ）        ／ 副理事長  

５   遠 山   茂  （サッ カー  Ｓ Ｓ広場指 導者）            

 ６   清水  恵 二  （サ ッカー  一般会員 ）  

 ７   内村  久 子  （テ ニス指 導 者）  

 ８   木村  曜 子  （テ ニス指 導 者 )  

 ９   金木  貴 子  （フ ィット ネ ス指導者 ）  

 10  舟山  勝 明  （卓 球指導 者 ）   

11  片 倉   藍  （クラ ブマネ ジ ャー）  

 監事  

 １   三戸  一 嘉  （前 県体育 協 会副会長 兼専務 理 事）  

 ２   柴崎  栄 一  （弁 護士）  

 

以上の提 案・説 明 後、第五 号議案 に ついて、 出席者 全 員の賛成 により

承認を得 た。  

以上をも って、 全 ての議事 を終了 し 散会した 。  

 

以上、この議 事録が 正確であ ること を 証します 。  

 

令和２年 ６月１ ５ 日  

 

議     長                 印  

 

 

議事録署 名人                 印  

 

 

議事録署 名人                 印  


